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(57)【要約】
【課題】原同期信号を送受信することなく、原輝度信号
成分に基づいて正確な輝度を検知する。
【解決手段】内視鏡プロセッサ２０は光源システム２１
、調光処理回路２２、映像処理回路２３、システムコン
トローラ２４、およびタイミングコントローラ２７を有
する。映像処理回路２３は信号処理回路３６から処理輝
度信号を受信する。タイミングコントローラ２７はシス
テムコントローラ３７、システムコントローラ２４を介
して電子内視鏡のメモリから遅延量を受信する。調光処
理回路２２はマトリックス回路３５から原輝度信号成分
Ｙを、映像処理回路２３から処理同期信号を、およびタ
イミングコントローラ２７から遅延量を受信する。調光
処理回路２２は遅延量と処理同期信号に基づいて映像期
間の始期から周期までの原輝度信号成分を積算する。調
光処理回路２２は積算することにより１フィールドの画
像の輝度値を算出する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡に設けられ、受光する被写体像に基づいて撮像素子が生成する映像信号から
前記被写体像の輝度に相当する原輝度信号を生成する輝度信号生成回路と、
　前記電子内視鏡に設けられ、前記原輝度信号に対して第１の信号処理を施した第１の処
理輝度信号と前記映像信号に含まれる原同期信号を前記第１の信号処理に要する時間遅延
させた第１の処理同期信号とを生成可能な信号処理回路と、
　前記電子内視鏡に設けられ、前記原同期信号から前記第１の処理同期信号までの遅延時
間に相当する第１の遅延信号を格納するメモリと、
　前記電子内視鏡に接続される内視鏡プロセッサに設けられ、前記原輝度信号、前記第１
の処理同期信号、および前記遅延信号を受信可能な受信器と、
　前記第１の処理同期信号を受信した場合に、前記第１の処理同期信号と前記遅延信号と
に基づいて、前記原輝度信号の映像期間の始期と終期とを検知する検知回路と、
　前記検知器により検知された前記始期から前記終期までに前記受信器が受信する前記原
輝度信号に基づいて、前記被写体像の輝度値を算出する算出回路とを備える
　ことを特徴とする内視鏡画像輝度検知システム。
【請求項２】
　前記信号処理回路は、前記原輝度信号に対して第２の信号処理を施した第２の処理輝度
信号と前記原同期信号を前記第２の信号処理に要する時間遅延させた第２の処理同期信号
とを生成可能であり、
　前記メモリは、前記原同期信号から前記第２の処理同期信号までの遅延時間に相当する
第２の遅延信号を格納し、
　前記受信器は、前記第２の処理同期信号を受信可能であり、
　前記検知回路は、前記第２の処理同期信号を受信した場合に、前記第２の処理同期信号
と前記遅延信号とに基づいて、前記原輝度信号の映像期間の始期と終期とを検知する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡画像輝度検知システム。
【請求項３】
　受光する被写体像に基づいて映像信号を生成する撮像素子と、前記映像信号から前記被
写体像の輝度に相当する原輝度信号を生成する輝度信号生成回路と、前記原輝度信号に対
して第１の信号処理を施した第１の処理輝度信号と前記映像信号に含まれる原同期信号を
前記第１の信号処理に要する時間遅延させた第１の処理同期信号とを生成可能な信号処理
回路と、前記原同期信号から前記第１の処理同期信号までの遅延時間に相当する第１の遅
延信号を格納するメモリとを有する電子内視鏡から、前記原輝度信号、前記第１の処理同
期信号、および前記遅延信号を受信可能な受信器と、
　前記第１の処理同期信号を受信した場合に、前記第１の処理同期信号と前記遅延信号と
に基づいて、前記原輝度信号の映像期間の始期と終期とを検知する検知回路と、
　前記検知器により検知された前記始期から前記終期までに前記受信器が受信する前記原
輝度信号に基づいて、前記被写体像の輝度値を算出する算出回路とを備える
　ことを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　前記算出回路により算出された輝度値に基づいて、照射光の光量を調節する光源システ
ムを備えることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　前記算出回路により算出された輝度値に相当する輝度信号を、被写体に照射する照射光
を出射する光源装置に出力する出力器を備えることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡
プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像として表示される被写体部位の輝度を正確に検知する内視鏡照明光検知
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システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光が照射されない体内などの内部構造を観察するために、内視鏡ユニットが用いられて
いる。内視鏡ユニットは、電子内視鏡、内視鏡プロセッサ、およびモニタなどによって構
成される。電子内視鏡と内視鏡プロセッサとは着脱自在である。観察対象に応じて様々な
種類の電子内視鏡があり、使用する電子内視鏡が内視鏡プロセッサに接続される。
【０００３】
　内視鏡プロセッサから出射される照明光が、電子内視鏡に設けられるライトガイドによ
り観察領域に伝達されることにより、観察領域に照明光が照射される。電子内視鏡はカラ
ー撮像素子を有し、照明光に対する反射光の光学像がカラー撮像素子により露光され、光
学像に対応する画像信号が生成される。
【０００４】
　生成された画像信号は３原色の信号成分や補色の信号成分によって構成される。このよ
うな画像信号から輝度信号成分（以後、原輝度信号成分と呼ぶ）および色差信号成分が生
成される。生成された原輝度信号成分や色差信号成分にはガンマ補正処理、輪郭強調処理
、色強調処理などの画像処理が施され、画像処理が施された信号成分はモニタに表示する
ための画像信号として用いられる。
【０００５】
　輝度信号成分は、画像全体の輝度の算出にも用いられる。従来の内視鏡プロセッサでは
、輝度信号成分に基づいて画像全体の輝度を算出し、画像全体の輝度を基準とする輝度に
近付くように照明光の光量が調整される。
【０００６】
　上述のような、画像処理を施す信号処理回路を有する電子内視鏡が知られている。この
ような電子内視鏡からは、画像処理の施された輝度信号成分（以後、処理輝度信号成分と
呼ぶ）や色差信号成分が内視鏡プロセッサに出力される。処理輝度信号成分の信号強度は
、原輝度信号成分の信号強度と異なる。それゆえ、処理輝度信号成分から算出される輝度
は、実際の被写体画像の輝度と異なるため、正確な光量調整が難しかった。
【０００７】
　そこで、原輝度信号成分も、内視鏡プロセッサに送信することが提案されている（特許
文献１参照）。画像処理が施される前の原輝度信号成分を用いることにより、正確な輝度
を検知することが可能である。
【０００８】
　ただし、特許文献１に開示された構成において画像の輝度を正確に検知するためには、
ブランキング期間と映像期間とが連続する原輝度信号成分の中で映像期間における信号成
分を抽出することが必要である。原輝度信号成分の映像期間を認識するためには、原輝度
信号成分の同期信号の更なる受信、または処理輝度信号成分の同期信号を原輝度信号の同
期信号とみなすことが考えられる。
【０００９】
　しかし、原輝度信号成分の同期信号を電子内視鏡から内視鏡プロセッサに送信するため
には、同期信号を送受信するための回路を電子内視鏡および内視鏡プロセッサに設ける必
要があり、製造の煩雑化、および製造コストが増加することが問題である。
【００１０】
　また、処理輝度信号成分の同期信号を原輝度信号成分の同期信号とみなすことが可能な
のは、原輝度信号への画像処理にかかる時間が短い場合である。画像処理の時間が長くな
るほど算出される輝度の正確性は低減化することが問題であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平１０－２８６２３３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、本発明では、原輝度信号の同期信号の送受信を行うことなく、原輝度信号
の映像期間を検知し、画像の正確な輝度を算出可能な内視鏡画像輝度検知システムの提供
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の内視鏡画像輝度検知システムは、電子内視鏡に設けられ受光する被写体像に基
づいて撮像素子が生成する映像信号から被写体像の輝度に相当する原輝度信号を生成する
輝度信号生成回路と、電子内視鏡に設けられ原輝度信号に対して第１の信号処理を施した
第１の処理輝度信号と映像信号に含まれる原同期信号を第１の信号処理に要する時間遅延
させた第１の処理同期信号とを生成可能な信号処理回路と、電子内視鏡に設けられ原同期
信号から第１の処理同期信号までの遅延時間に相当する第１の遅延信号を格納するメモリ
と、電子内視鏡に接続される内視鏡プロセッサに設けられ原輝度信号第１の処理同期信号
および遅延信号を受信可能な受信器と、第１の処理同期信号を受信した場合に第１の処理
同期信号と遅延信号とに基づいて原輝度信号の映像期間の始期と終期とを検知する検知回
路と、検知器により検知された始期から終期までに受信器が受信する原輝度信号に基づい
て被写体像の輝度値を算出する算出回路とを備えることを特徴としている。
【００１４】
　なお、信号処理回路は原輝度信号に対して第２の信号処理を施した第２の処理輝度信号
と原同期信号を第２の信号処理に要する時間遅延させた第２の処理同期信号とを生成可能
であり、メモリは原同期信号から第２の処理同期信号までの遅延時間に相当する第２の遅
延信号を格納し、受信器は第２の処理同期信号を受信可能であり、検知回路は第２の処理
同期信号を受信した場合に第２の処理同期信号と遅延信号とに基づいて原輝度信号の映像
期間の始期と終期とを検知することが好ましい。
【００１５】
　また、本発明の内視鏡プロセッサは、受光する被写体像に基づいて映像信号を生成する
撮像素子と映像信号から被写体像の輝度に相当する原輝度信号を生成する輝度信号生成回
路と原輝度信号に対して第１の信号処理を施した第１の処理輝度信号と映像信号に含まれ
る原同期信号を第１の信号処理に要する時間遅延させた第１の処理同期信号とを生成可能
な信号処理回路と原同期信号から１の処理同期信号までの遅延時間に相当する第１の遅延
信号を格納するメモリとを有する電子内視鏡から原輝度信号第１の処理同期信号および遅
延信号を受信可能な受信器と、第１の処理同期信号を受信した場合に第１の処理同期信号
と遅延信号とに基づいて原輝度信号の映像期間の始期と終期とを検知する検知回路と、検
知器により検知された始期から終期までに受信器が受信する原輝度信号に基づいて被写体
像の輝度値を算出する算出回路とを備えることを特徴としている。
【００１６】
　また、算出回路により算出された輝度値に基づいて、照射光の光量を調節する光源シス
テムを備えることが好ましい。
【００１７】
　あるいは、算出回路により算出された輝度値に相当する輝度信号を、被写体に照射する
照射光を出射する光源装置に出力する出力器を備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、映像期間の始期から周期までの原輝度信号を検出可能なので、電子内
視鏡と内視鏡プロセッサの間で原同期信号の送受信をすることなく、画像の正確な輝度を
検知することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
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【図１】本発明の第１の実施形態を適用した内視鏡画像輝度検知システムを含む内視鏡ユ
ニットの概略的な外観図である。
【図２】第１の実施形態の電子内視鏡の内部構成を概略的に示すブロック図である。
【図３】第１の実施形態の内視鏡プロセッサの内部構成を概略的に示すブロック図である
。
【図４】原同期信号および処理同期信号の出力時期と、原輝度信号成分および処理輝度信
号成分の映像期間とを示すタイミングチャートである。
【図５】内視鏡プロセッサにより実行される絞り駆動制御を説明するフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の第１の実施形態を適用した内視鏡画像輝度検知システムを有する内視
鏡ユニットの内部構成を概略的に示すブロック図である。
【００２１】
　内視鏡ユニット１０は、内視鏡プロセッサ２０、電子内視鏡３０、およびモニタ１１に
よって構成される。内視鏡プロセッサ２０は、電子内視鏡３０、およびモニタ１１に接続
される。
【００２２】
　内視鏡プロセッサ２０には光源システム（図１において図示せず）が設けられ、光源シ
ステムから被写体を照明するための照明光が電子内視鏡３０に供給される。照明光を照射
された被写体が電子内視鏡３０により撮像される。電子内視鏡３０の撮像により生成する
映像信号が内視鏡プロセッサ２０に送られる。
【００２３】
　内視鏡プロセッサ２０では、電子内視鏡３０から得られた映像信号を構成する各フィー
ルドの画像信号に対して所定の信号処理が施される。所定の信号処理を施した画像信号は
映像信号としてモニタ１１に送信され、送信された映像信号に相当する画像がモニタ１１
に表示される。
【００２４】
　次に、電子内視鏡３０の構成について説明する。図２に示すように、電子内視鏡３０に
は、ライトガイド３１、撮像素子３２、撮像素子駆動回路３３、Ａ／Ｄコンバータ３４、
マトリックス回路３５、信号処理回路３６、システムコントローラ３７、およびメモリ３
８が設けられる。
【００２５】
　内視鏡プロセッサ２０と電子内視鏡３０とを接続すると、内視鏡プロセッサ２０に設け
られる光源システム２１とライトガイド３１とが光学的に接続される。また、内視鏡プロ
セッサ２０と電子内視鏡３０とを接続すると、内視鏡プロセッサ２０に設けられる調光処
理回路２２とマトリックス回路３５とが、内視鏡プロセッサ２０に設けられる映像処理回
路２３と信号処理回路３６とが、および内視鏡プロセッサ２０に設けられるシステムコン
トローラ２４とシステムコントローラ３７とが電気的に接続される。
【００２６】
　ライトガイド３１は、内視鏡プロセッサ２０と接続されるコネクタ３９ｃから挿入管３
９ｔの先端まで延設される。後述するように、光源システム２１からは光量の調整された
照明光が出射される。光源システム２１から出射した照明光がライトガイド３１の入射端
に入射される。入射端に入射した照明光は出射端まで伝達される。出射端に伝達された照
明光が、挿入管３９ｔの先端方向の被写体に照射される。
【００２７】
　照明光が照射された被写体の反射光による光学像が、挿入管３９ｔ先端に設けられる撮
像素子３２の受光面上に形成される。コネクタ３９ｃ内に設けられる撮像素子駆動回路３
３によって、撮像素子３２は制御され、一定の周期、例えば、１／６０秒毎に１フィール
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ドの画像信号が連続する映像信号を生成するように駆動される。
【００２８】
　撮像素子３２の画素（図示せず）には、ＲＧＢカラーフィルタ（図示せず）がベイヤー
配列に応じて設けられる。したがって、画像信号および映像信号はＲＧＢ信号成分によっ
て構成される。
【００２９】
　生成された映像信号は、コネクタ３９ｃ内に設けられるＡ／Ｄコンバータ３４に送信さ
れる。Ａ／Ｄコンバータ３４により映像信号はデジタル信号に変換される。デジタル信号
に変換された映像信号は、コネクタ３９ｃ内に設けられるマトリックス回路３５に送信さ
れる。
【００３０】
　マトリックス回路３５では、ＲＧＢ信号成分が原輝度信号成分Ｙおよび原色差信号成分
Ｃｒ、Ｃｂに変換される。原輝度信号成分Ｙおよび原色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂはコネクタ
３９ｃに設けられる信号処理回路３６に送信される。なお、原輝度信号成分Ｙは、内視鏡
プロセッサ２０に設けられる調光処理回路２２にも送信される。
【００３１】
　信号処理回路３６では、原輝度信号成分Ｙおよび原色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂに対してガ
ンマ補正処理、輪郭強調処理、色強調処理などの所定の信号処理が施され、処理輝度信号
成分Ｙ’および処理色差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’が生成される。生成された処理輝度信号
成分Ｙ’、処理色差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’は、内視鏡プロセッサ２０に設けられる映像
処理回路２３に送信される。
【００３２】
　なお、原輝度信号成分Ｙおよび原色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂの同期を取るための原垂直同
期信号は、信号処理回路３６における所定の信号処理にかかる時間分遅延させた処理垂直
同期信号に変換される。処理垂直同期信号は、映像処理回路２３に送信される。
【００３３】
　なお、Ａ／Ｄコンバータ３４、マトリックス回路３５、および信号処理回路３６は、コ
ネクタ３９ｃに設けられるシステムコントローラ３７によって制御される。システムコン
トローラ３７は、内視鏡プロセッサ２０に設けられるシステムコントローラ２４と連携し
て、電子内視鏡３０の各部位を制御する。
【００３４】
　また、コネクタ３９ｃにはメモリ３８が設けられる。メモリ３８には、電子内視鏡３０
の各部位の制御に必要な情報や、電子内視鏡３０固有の特性が記憶される。これらの情報
や特性は、必要に応じてシステムコントローラ３７に読出される。後述する絞り駆動制御
のために、原垂直同期信号から処理垂直同期信号までの時間の差である遅延量がシステム
コントローラ３７を介して、内視鏡プロセッサ２０のシステムコントローラ２４に伝達さ
れる。
【００３５】
　次に、内視鏡プロセッサ２０の構成について説明する。図３に示すように、内視鏡プロ
セッサ２０には、光源システム２１、調光処理回路２２、映像処理回路２３、システムコ
ントローラ２４、画像メモリ２５、後段信号処理回路２６、およびタイミングコントロー
ラ２７などが設けられる。
【００３６】
　電子内視鏡３０の信号処理回路３６から送信される処理輝度信号成分Ｙ’および処理色
差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’によって構成される画像信号は、映像処理回路２３に受信され
る。なお、処理垂直同期信号も映像処理回路２３に受信される。
【００３７】
　映像処理回路２３では、処理垂直同期信号に基づいて、映像信号として連続的に送信さ
れる画像信号の同期がとられる。同期がとられた処理輝度信号成分Ｙ’、処理色差信号成
分Ｃｒ’、Ｃｂ’に対して所定の信号処理が施される。また、処理輝度信号成分Ｙ’、お
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よび処理色差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’が画像メモリ２５に格納される。
【００３８】
　画像メモリ２５に格納された処理輝度信号成分Ｙ’、および処理色差信号成分Ｃｒ’、
Ｃｂ’は、後段信号処理回路２６に送信される。後段信号処理回路２６において所定の信
号処理が施された処理輝度信号成分Ｙ’、および処理色差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’はモニ
タ１１に送信される。
【００３９】
　モニタ１１には、受信した画像信号に相当する画像が表示される。前述のように、撮像
素子３２は１／６０秒毎に１フィールドの画像信号を生成するように駆動され、モニタ１
１にも１／６０秒毎に画像信号が送信される。１／６０秒毎に表示する画像を切換えるこ
とにより、モニタ１１には動画像が表示される。
【００４０】
　電子内視鏡３０のマトリックス回路３５から送信される原輝度信号成分Ｙは、調光処理
回路２２に受信される。調光処理回路２２では、原輝度信号成分Ｙに基づいて、１フィー
ルドの画像全体の輝度が算出される。調光処理回路２２において行われる輝度算出は、後
に詳細に説明する。
【００４１】
　算出された画像全体の輝度は、光源システム２１に信号として送信される。光源システ
ム２１は、ランプ２１ｌｓ、集光レンズ２１ｃｌ、絞り２１ｄ、絞り駆動部２１ｄｄ、お
よびランプ電源回路２１ｐｓによって構成される。輝度は、絞り駆動部２１ｄｄに受信さ
れる。
【００４２】
　ランプ２１ｌｓから出射した照射光はライトガイド３１の入射端に入射する。ランプ２
１ｌｓとライトガイド３１の入射端との間に、集光レンズ２１ｃｌおよび絞り２１ｄが配
置される。集光レンズ２１ｌｓにより照射光が入射端に向かって集光される。絞り２１ｄ
の開口率を変えることにより、照射光の入射端への入射光量が調整可能である。
【００４３】
　絞り駆動部２１ｄｄは、絞り駆動回路（図示せず）およびモータ（図示せず）によって
構成される。調光処理回路２２により算出された輝度は絞り駆動回路に受信される。絞り
駆動回路では算出された１フィールドの画像の輝度と基準となる輝度として定められた輝
度設定値とが比較され、画像の輝度を輝度設定値に近付ける絞り２１ｄの開口率が定めら
れる。絞り駆動回路は定められた開口率となるようにモータを駆動する。
【００４４】
　なお、ランプ電源回路２１ｐｓはシステムコントローラ２４により制御され、被写体を
観察するときにランプ２１ｌｓに電力を供給する。
【００４５】
　上述のような光量調整を行う場合に、１フィールドの画像の輝度を正確に算出すること
が重要である。調光処理回路２２において行われる輝度算出について、以下に詳細に説明
する。
【００４６】
　画像全体の輝度の算出のために、調光処理回路２２には、映像処理回路２３から処理垂
直同期信号が、メモリ３８からシステムコントローラ３７、２４、およびタイミングコン
トローラ２７を介して遅延量が送信される。
【００４７】
　撮像素子３２により生成される映像信号はＲＧＢ信号成分と共に垂直同期信号成分を有
しており、垂直同期信号成分によりＲＧＢ信号成分は区切られて、１フィールドの画像に
相当する画像信号に対応するＲＧＢ信号成分を区分可能である。
【００４８】
　前述のように、マトリックス回路３５において、ＲＧＢ信号成分は原輝度信号成分Ｙお
よび原色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂに変換される。また、マトリックス回路３５では、原輝度
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信号成分Ｙおよび原色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂの同期を取るための原垂直同期信号がＲＧＢ
信号成分用の垂直同期信号から生成される。
【００４９】
　さらに、前述のように、信号処理回路３６において、原輝度信号成分Ｙおよび原色差信
号成分Ｃｒ、Ｃｂは処理輝度信号成分Ｙ’および処理色差信号成分Ｃｒ’、Ｃｂ’に変換
される。前述のように、信号処理回路３６では、原垂直同期信号は処理垂直同期信号に変
換される。
【００５０】
　図４に示すように、信号処理回路３６において実行される所定の信号処理にかかる時間
だけ原垂直同期信号から処理垂直同期信号は遅延する。すなわち、処理輝度信号成分Ｙ’
の映像期間は、信号処理にかかる時間だけ原輝度信号成分Ｙの映像期間から遅延する。
【００５１】
　したがって、処理垂直同期信号から遅延量の時間だけ先に原輝度信号成分Ｙの映像期間
が始まる。原垂直同期信号と処理垂直同期信号の周期はフィールド周期と等しいので、フ
ィールド周期から遅延量を引いた時間であるズレ時間が、処理垂直同期信号の送信時から
原垂直同期信号の送信時までの時間である。したがって、処理垂直同期信号受信時からズ
レ時間経過時を、原輝度信号成分Ｙの映像期間の始期として検知することが可能である。
【００５２】
　調光処理回路２２では、遅延量およびフィールド周期に基づいて、ズレ時間が算出され
る。なお、フィールド周期は電子内視鏡３０のメモリ３８に格納され、遅延量とともに送
信される。または、内視鏡ユニット１０全体のフィールド周期はタイミングコントローラ
２７によって制御される構成において、フィールド周期がタイミングコントローラ２７か
ら送信されてもよい。
【００５３】
　また、調光処理回路２２では、処理垂直同期信号の受信時からズレ時間の経過時を映像
期間の始期として、原輝度信号成分の積算が開始される。また、映像期間の始期からフィ
ールド周期の経過時に原輝度信号成分の積算が停止される。
【００５４】
　次に、内視鏡プロセッサ２０によって実行される絞り駆動制御について、図５のフロー
チャートを用いて説明する。絞り駆動制御は、内視鏡ユニット２０で被写体の観察を開始
したときに実行される。また、絞り駆動制御は動作モードの切替えなどにより被写体の観
察を終了する時に終了する。
【００５５】
　ステップＳ１００では、遅延量およびフィールド周期を電子内視鏡３０から読みだす。
遅延量およびフィールド周期を読出し後、ステップＳ１０１に進む。
【００５６】
　ステップＳ１０１では、ステップＳ１００において読出したフィールド周期から遅延量
を減算することによりズレ時間を算出する。ズレ時間の算出後、ステップＳ１０２に進む
。
【００５７】
　ステップＳ１０２では、処理同期信号を受信したか否かを判別する。処理同期信号を受
信していない場合には、処理垂直同期信号を受信するまでステップＳ１０２を繰返す。す
なわち、処理垂直同期信号を受信するまで、待機状態を維持する。処理垂直同期信号を受
信すると、ステップＳ１０３に進む。
【００５８】
　ステップＳ１０３では、処理垂直同期信号の受信時からステップＳ１０１で算出したズ
レ時間が経過したか否かを判別する。ズレ時間が経過していない場合には、ズレ時間が経
過するまでステップＳ１０３を繰返す。すなわち、ズレ時間が経過するまで、待機状態を
維持する。ズレ時間を経過すると、ステップＳ１０４に進む。
【００５９】
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　ステップＳ１０４では、原輝度信号成分Ｙの積算を開始する。原輝度信号成分Ｙの積算
を開始すると、ステップＳ１０５に進む。
【００６０】
　ステップＳ１０５では、原輝度信号成分Ｙの積算開始後、フィールド周期の時間が経過
したか否かを判別する。フィールド周期の時間が経過していない場合には、フィールド周
期の時間が経過するまでステップＳ１０５を繰返す。すなわち、フィールド周期の時間が
経過するまで、待機状態を維持する。フィールド周期の時間が経過すると、ステップＳ１
０６に進む。
【００６１】
　ステップＳ１０６では、原輝度信号成分Ｙの積算を停止する。原輝度信号成分Ｙの積算
停止後、ステップＳ１０７に進む。
【００６２】
　ステップＳ１０７では、積算された原輝度信号成分Ｙに相当する輝度値を、１フィール
ドの画像の輝度値として、絞り２１ｄの開口率の調整を行う。すなわち、算出された輝度
値が輝度設定値に近付くように、絞り２１ｄの開口率を調節する。絞り２１ｄの開口率の
調整後、ステップＳ１０２に戻る。
【００６３】
　以上のように、第１の実施形態の内視鏡画像輝度検知システムによれば、原垂直同期信
号を受信させることなく、原輝度信号成分Ｙの映像期間を正確に認識することが可能にな
る。原輝度信号成分Ｙの映像期間を正確に認識することにより、１フィールドの画像の輝
度が正確に検知され、照明光の光量を適切に調節することが可能になる。
【００６４】
　処理垂直同期信号を原垂直同期信号とみなして原輝度信号成分Ｙの映像期間を検知する
ことも考えられるが、ブランキング期間を映像期間として原輝度信号成分Ｙの積算をする
ため、実際の輝度値より低い値が算出される。実際の輝度値より低い値を輝度設定値に近
付けるように絞り２１ｄの開口率を調節すると、輝度設定値より高い輝度になるように光
量が増大する。
【００６５】
　しかし、本実施形態の内視鏡画像輝度検知システムによれば、原輝度信号成分Ｙの正確
な映像期間を検知出来るので、上述のように、照明光の光量を適切に調節することが可能
になる。
【００６６】
　次に、本発明の第２の実施形態の内視鏡画像輝度検知システムについて説明する。第２
の実施形態の内視鏡画像輝度検知システムは、電子内視鏡において原輝度信号成分に対し
て実行する信号処理を切替え可能な点において第１の実施形態と異なる。以下、第１の実
施形態と異なる点を中心に説明する。なお、第１の実施形態と同じ機能を有する部位には
、同じ符号を付す。
【００６７】
　第２の実施形態において、電子内視鏡３０の各部位の構成は第１の実施形態と同じであ
る。ただし、第２の実施形態では、信号処理回路３６において原輝度信号成分Ｙおよび原
色差信号成分Ｃｒ、Ｃｂに対して実行可能な信号処理を切替え可能なこと、および実行さ
れる信号処理毎の遅延量がメモリ３８に格納されていることが、第１の実施形態と異なっ
ている。なお、信号処理の切替えは、システムコントローラ３７によって制御される。
【００６８】
　電子内視鏡３０または内視鏡プロセッサ２０に設けられる入力部（図示せず）への操作
入力は信号としてシステムコントローラ３７に送信される。システムコントローラ３７は
受信した操作入力信号に基づいて、信号処理回路３６において実行させる信号処理を切替
える。また、システムコントローラ３７は実行させる信号処理に対応した遅延量を信号と
して内視鏡プロセッサ２０に送信する。
【００６９】
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　第２の実施形態において、内視鏡プロセッサ２０の各部位の構成は第１の実施形態と同
じである。したがって、第２の実施形態の内視鏡プロセッサ２０においても、受信した遅
延量とフィールド周期とに基づいて、ズレ時間が算出される。処理垂直同期信号とズレ時
間とに基づいて、原輝度信号成分Ｙの正確な映像期間が認識される。
【００７０】
　以上のように、第２の実施形態の内視鏡画像輝度検知システムによっても、１フィール
ドの画像の輝度が正確に検知可能であり、照明光の光量を適切に調節することが可能であ
る。
【００７１】
　また、第２の実施形態の内視鏡画像輝度検知システムによれば、輪郭強調処理や色強調
処理などの様々な信号処理を切替え可能な内視鏡ユニット２０においても、切替えられた
信号処理に関わらず、正確な輝度を検知可能である。
【００７２】
　なお、第１、第２の実施形態において、光源システム２１は内視鏡プロセッサ２０に設
けられる構成であるが、内視鏡プロセッサ２０に接続される光源装置であってもよい。外
部光源装置である場合には、調光処理回路２２から１フィールドの画像の輝度値が信号と
して光源装置に送信される。
【符号の説明】
【００７３】
　１０　内視鏡ユニット
　２０　内視鏡プロセッサ
　２１　光源システム
　２１ｄ　絞り
　２１ｄｄ　絞り駆動部
　２２　調光処理回路
　２３　映像処理回路
　２４　システムコントローラ
　２７　タイミングコントローラ
　３０　電子内視鏡
　３２　撮像素子
　３５　マトリックス回路
　３６　信号処理回路
　３７　システムコントローラ
　３８　メモリ
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/07.730

F-TERM分类号 2H040/CA11 2H040/GA02 2H040/GA06 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061/MM05 4C061/NN01 4C061
/RR02 4C061/RR15 4C061/RR17 4C061/RR22 4C061/SS21 5C054/AA01 5C054/CA04 5C054/CC02 
5C054/EA05 5C054/EB05 5C054/EF01 5C054/HA12 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/MM05 4C161
/NN01 4C161/RR02 4C161/RR15 4C161/RR17 4C161/RR22 4C161/SS21

代理人(译) 松浦 孝

外部链接 Espacenet

摘要(译)

基于原始亮度信号分量检测准确的亮度，而无需发送和接收原始同步信
号。 内窥镜处理器（20）具有光源系统（21），调光处理电路（22），
视频处理电路（23），系统控制器（24）和定时控制器（27）。 视频处
理电路23从信号处理电路36接收处理后的亮度信号。 定时控制器27经由
系统控制器37和系统控制器24从电子内窥镜的存储器接收延迟量。 调光
处理电路22从矩阵电路35接收原始亮度信号分量Y，从视频处理电路23
接收处理同步信号，并从定时控制器27接收延迟量。 调光处理电路22基
于延迟量和处理同步信号，从视频周期的开始到周期对原始亮度信号分
量进行积分。 调光处理电路22通过积分来计算一场的图像的亮度值。 
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